書式2：　教材教具に焦点を当てて
＊特定の教材教具のよさを表現したい場合は書式2がお勧めです。
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＊本文の余白は上下20mm、左右20mm、文字数・行数は、39文字×3１行に設定してください。
１　子どもの様子

1 氏名：〇（A，Ｂ，Ｃ，Ｄ・・）さん（学校・学部・学年あるいは年齢，性別）　

2 医療や福祉の基礎情報：　　　　　　　

③　プロフィール：状態像がわかる具体的な情報を、以下の観点を参考に書いてください。
＜姿勢＞＜移動運動＞＜探索・操作＞＜食事＞＜排泄＞＜生活習慣＞＜コミュニケーション（理解言語・表出言語・要求表現・指示伝達手段）＞＜社会性（対人志向性や社会的行動）＞＜行動面の特徴＞等。諸検査の結果があれば書いておく。
④　家庭環境や保護者の主訴など
（ここまでを□で囲む）

２　教材作成の背景　：　この教材を作成した動機やその背景としての子ども像など。
３　ねらい　:　「２　教材作成の背景」を受けて「ねらい」を書く。

４　工夫点　：　サイズ、色、形、提示の方法やタイミングなど。

５　働きかけの経過

期間　：　例：○年○月～△年△月

形態　：　場所、頻度、時間、教員と子どもの割合、他の学習との関係など。

内容　：　教示の方法、受信―発信の手段やほめるタイミングなど。
６　結果

〇〇〇・・・
７　考察とまとめ

〇〇〇・・・
８　文献　　引用文献や参考文献があればぜひ書いて下さい。
①著書の場合：著者名（発行年）：引用部分の表題、In：本の編者、書名、発行者、pp最初のページ-最後のページ
②雑誌論文の場合：著者名（発行年）：表題、雑誌名、巻、号、最初のページ-最後のページ

	　種類
	書き方の例

	著書全体
	木下康仁（2017）: グラウンデットセオリー・アプローチの実践　質的研究への誘い. 弘文堂.

	分担執筆部分
	無藤隆（2003）: 教育心理学の研究論文・著作物による貢献. In: 日本教育心理学会編　教育心理学ハンドブック. 有斐閣, 第３章, 第１節, ｐｐ29-33.　
＊著書の複数ページの場合はppをつける

	雑誌論文（著者３名）
	藤田一郎・田中宏喜・谷川久（2001）： 腹側視覚経路における両眼視差と面の情報処理. Vision 13, 2, 87-91. ＊雑誌論文の場合、ppはつけない

	Webからの引用
	中央教育審議会（2016）： 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について（答申） （平成28年12月）http://www.mext.go.jpb_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/･･･（2021年6月3日アクセス）


水平パイプ抜き
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所属（〇○立○○学校教諭等） 氏名


＜材料＞特殊なものは、調達場所や値段を記入してください。サイズも明確に。


＜作り方＞


①・・・


②・・・


＜作成上の留意点＞


＊本文中にも子どもの手元を示す写真やイラストがあると様子がよくわかります。
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